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《反対討論　日本共産党津市議団　長谷川幸子議員》市長の施政方針では、「市民の笑顔があふれ幸せに暮
らせる県都津市の創造に向けて、大きな一歩を踏み出す」と述べられているが、予算に占める暮らし、福祉、
教育、子育て支援に関わる予算の割合が低く抑えられている。安心安全のための通学路の整備、障がい者の
医療費窓口無料の実現、健康診断のさらなる受診率の向上等、命に関わる予算はもっと増やすべきである。
保育所の待機児童解消や保育士の処遇改善も十分になされていない。放課後児童クラブの改築・増設計画
はあるが必要な施設には程遠く、学校施設長寿命化改修事業は予算が少ない。また、シルバーエミカについ
ては、マイナンバーカード取得者に限られるなど、行政としての公平性に欠ける。コンビニでの証明書の交
付、図書の貸し出しなどにマイナンバーカードを使用することは情報漏えいが危惧される。これらの施策
にもっと予算をつけるべきであり、市民の要望に応えるものになっていないとの理由で反対する。

概　　　要 賛成しなかった議員議　案　名議案番号

議案第24号

令和2年度津市後期高齢者医療事
業特別会計予算

令和2年度津市水道事業会計予算

令和2年度津市介護保険事業特別
会計予算

令和2年度津市モーターボート競
走事業会計予算

県営水道からの受水費、浄水施設の
維持管理費、建設改良費、企業債償還
金等　125億1075万円（支出）

賦課徴収事務費、介護認定経費、居宅
介護サービスなどの保険給付費、地域
包括支援センター運営委託料等の地
域支援事業経費等　285億418万4000円

自場でのレース開催費、他場開催
レースの受託発売費、一般会計への
繰出金、建設改良費、企業債償還金等
　506億6460万3000円（支出）

徴収事務費、後期高齢者医療広域連
合納付金等　68億9829万4000円

滝勝弘、竹下幸智子

《反対討論　日本共産党津市議団　長谷川幸子議員》子どもの均等割は即刻なくし、高すぎる保険料
は引き下げるべきとの立場から反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　長谷川幸子議員》介護保険料が高いこと、低所得者の負担軽減を
図るべきとの立場から反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　長谷川幸子議員》この制度は、75歳という年齢ですべての医療保
険制度から排除し差別する制度であり、廃止すべきであるとの立場から反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　長谷川幸子議員》長良川水系からの受水は責任水量制により必要
以上の契約になっている。責任水量制の見直しを図り、市民負担を軽くすることを求めて反対する。

《反対討論　日本共産党津市議団　長谷川幸子議員》モーターボート競走の本質はギャンブルであっ
て、行政が運営することは問題である。また、収益を上げようとすればするほど、ギャンブル依存症の
方を生み出すことにもつながる。さらには、膨大なお金が、日本財団に流れていることから反対する。

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第34号

議案第38号

滝勝弘、竹下幸智子

藤本ともこ、長谷川幸子

滝勝弘、竹下幸智子

藤本ともこ、長谷川幸子

滝勝弘、竹下幸智子
藤本ともこ、長谷川幸子

滝勝弘、竹下幸智子
長谷川幸子

賦課徴収事務等の経費、保険給付費、
国民健康保険事業費納付金、特定健
診関係事業経費等　273億1538万8000
円（事業勘定）、一般事務費、薬品費等
　6436万8000円（直営診療施設勘定）

令和2年度津市国民健康保険事業

特別会計予算

報　　告

議　案　名議案番号 概　　　　　要

専決処分の報告について 市営住宅に係る明け渡し等請求の訴訟の提起報 告 第 1 号

専決処分の報告について 市営住宅に係る家賃支払請求の訴え提起前の和解報 告 第 2 号

専決処分の報告について 住宅新築資金貸付金等に係る弁済請求の訴訟上の和解報 告 第 3 号

専決処分の報告について
津地方裁判所令和元年（ノ）第2号建物明渡等請求調停
事件の調停に代わる決定

報 告 第 4 号

専決処分の報告について
平成29年度営文振補継第52号（仮称）津市久居ホール建築工事に係る
契約の一部変更　変更前33億8629万6800円　変更後34億377万1400円

報 告 第 8 号

専決処分の報告について 交通事故による損害賠償額の決定　15万7102円報 告 第 5 号

専決処分の報告について 施設管理の瑕疵による損害賠償額の決定　41万8154円報 告 第 6 号

専決処分の報告について 交通事故による損害賠償額の決定　28万1490円報 告 第 7 号


